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  No.3 
な情動が喚起すれば、「おもしろい表現（ユーモア）」とみなされるということである。ユーモア理解のモデル
の理論的精緻化、心理的な実在性、そしてユーモア理解の神経基盤について新たな光を当てたこの研究は、現在
世界で最も優れたユーモア研究の１つである。 
 
 さて、本論文は、著者が長年、研究者として活動してきた研究実績に裏打ちされたものであり、それは同時に、
著者が先端的な研究を行うために必要な高度な研究能力、並びにその基盤となる豊かな学識を備えていることを
示すものであるといえる。よって、本学位審査委員会は、中村太戯留君が博士（学術）の学位を受ける資格があ
るものと認める。 
 
 
